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 クラウ ンやブリッ ジの分野におけるテンポラリー・クラウンの臨床的意義は大きい。 ことに,
 この意義を満足させることは, その後装着するいわゆる永久補綴物の予後の点でも大変重要であ
 る。 しか し, 暫間的なものであるということから, ややもするとその重要性が軽視され, テンポ
 ラリー・クラウンの脱落, 破折などにより支台爾の歯髄の処置, 破折, 抜歯などの鎚置につなが
 ることが少なく ない。 このことは, テンポラリー・クラウ ンの保持力に起因することが大きいと
 考えられる。
 著者は, この観点より, 保持力に関係が深いと考えられセメントの機械的強度試験, セメント
 とテ ンポラリー・クラウ ンの材料およびヒ トの薦の象牙質に近いと考えられる象牙との接着強度
 試験を行い, 乙れらの成績をもとに, 臨床にできるだけ近い立場から保持力について検討するた
 め, 3種類の材料でテンポラリー・クラウ ンを製作 し, 象牙製支台歯に8種類のセメ ントで合着
 した時の試験も行った。 これらの各試験については, 熱サイクルによる影響も検討 し, 接着強度
 試験およ び保持力試験では色素浸入度について も調べた。
 その結果, 以下のことがわかった。
 i. セメントの機械的強度試験では, いわゆる永久合着用セメントの値が大きく, いわゆる暫間
 合着用セメントの値が小さかった。 熱サイクルを与えると, 特に, カルボン酸塩系セメ ントで
 は値が上昇 し, リ ン酸亜鉛系セメ ントで は値が低下する傾向があった。
 2. 接着強度試験では, セメントと被善縁の組み合わせにより値は異なり, 熱サイクルを与える
 と, 1つの組み合わせで値の上昇がみられたが, ほとんどの場合に値の低下, 臼然剥離や変形
 がみられた。 色素浸入の程度は, 髄の低下の大きいもの程著しいという傾向があった。
 3. 保持力試験では, セメントとテンポラリー・クラウンの組み合わせにより値は異なり, 全般
 的に, ミロシルバー製テンポラリー・クラウ ン, アルミキャップ, ユニファスト製テンポラリー
 ・ クラウンの順に値は大きく, 熱サイクルを与えると, ほとんどの場合に値が低下 し, 3種
 類の保持力の差は縮まった。 また, 色素浸入は, カルボン酸塩系セメ ントの1種類を除いて,
 いずれも上面まで認め られた。
 4. セメントの引っ張り強度と保持力との間には, 有意な相関関係があった。
 5. セメントとテンポラリー・クラウンの替料および象牙との接着強度と保持力との間には, 有
 意な相関関係があった。
 以上のことか ら, テンポラリー・クラウ ンの保持力には, セメ ントの引っ張り強度, 接着強度,
 さらに, テンポラリー・クラウ ンの材料等が大きく影響することが示唆された。
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審査結果要旨
 クラウンやブリッ ジの分野におけるテ ンポラリー・クラウ ンの臨床的意義は大きい。 ことに,
 この意義を満足させることができるか否かは, いわゆる永久補綴物装着後の経過にも大きな影響
 を与えることが多い。 しか し, テンポラリー・クラウンは暫間的なものであるということから軽
 視 しされがちである。 そのため, 装着後, 破折, 脱落な どにより, 支台歯の歯髄処置, 破折, さ
 らに抜歯などに もつながることが多い。 このことは, テンポラリー・クラウ ン装置後の保持に関
 係する多くの問題に起因すると考えられ る。
 本研究は, この観点より, 保持に最も関係の深い保持力について検討するため, 理工学的立場
 からセメ ントの機械的強度, 接着強度について実験を行い, さらに, これらの成績をもとに, 臨
 床にできるだけ近い立場から各種テ ンポラリー・クラウ ンをセメ ントで装着 した場合の保持力に
 ついても実験を行っている。 また, 熱サイクルによる影響, 色素侵入度についても調べている。
 その結果
 1、 セメントの機械的強度試験では, いわゆる永久合着用セメントの方が, 暫間合着用セメン
 トの値より大きい。 また, 熱サイクルを与えると, 特に. カルボン酸塩系セメ ントでは値が上昇
 し, リ ン駿豆鉛系セメ ントでは逆に値が低下する傾向がみられた。
 2. 接着強度試験では, 被着材とセメントの組み合わせにより値は異なり, 熱サイクルを与え
 ると, ほとんどの場合・に値の低下, 自然剥離, 変形などがみられたが, ミロシルバーとハイーボ
 ン ド, テンポラリーセメ ント (軟性) の繰み合わせでは値の上昇がみられた。 色素侵入度は, 接
 着強度値の低下の程度により異なり, 大きいもの程著しいという傾向がみられた。
 3. 保持力試験では, テンポラリー・クラウンとセメ ントの組み合わせにより値は異なり, 全
 般的に見て, ミロシルバー製のものの値が最も大きく, 次にアルミキャップ, ユニファス ト製の
 順になる。 また, 熱サイクルを与えると, ほとんどの場合に値が低下し, 色素浸入は, 5種類の
 セメ ントのうち4 種類のものが, 上面まで認められた。
 以上のごと く, 本研究は, テンポラリー・クラウ ンの保持力について解明すべく実験をすすめ,
 その結果, セメントの種類, テンポラザー・クラウンの材料, さらに, 温度変化などによる影響
 力ま明らかとなった。
 この成績は, 今後テンポラリー・クラウンの保持力に関係することがらについて研究をすすめ
 る上で示唆するところが多く, また, 臨床に寄与するところ大である。 よって, 歯学博士の学位
 を授与し得るものと判定する。
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